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令和４年５月２７日 

危 機 管 理 部 

 

防災情報システムの構築について 

 

１ 主旨 

  近年全国的に震災、風水害等の被害が多発する中、区は、DX（デジタルトランスフォーメー

ション）の視点から、最新の技術に基づく災害時の情報収集・意思決定ならびに情報発信の一

元的な管理・運用体制の再構築に取り組むものとし、本庁舎整備に合わせ、その基盤となる機

能を備えた防災情報システムを新たに導入する。 

  今般、この導入に向けたシステム構築の概要、スケジュール等を取りまとめたので、その内

容について報告する。 

２ 現在の運用と課題について 

現在、区は、被災情報の共有・確認等にあたり、ホワイトボードへの手書きや地図への書き

込み等の手法により情報集約を行っている。このように、この間において個別の情報システム※

は随時整備されてきているものの、情報を共有し、分析・管理を行うための情報システムが整

備されていない状況である。そのため、大規模災害の発生時においては、刻々と変化する状況

を関係者で共有しながら、災害対策を立案することが困難となることが懸念されている。 

※現在区において整備されている個別の情報システム…【平時】世田谷区防災マップアプリ【収集】SNS 情

報収集システム、雨量・水位観測システム、地震センサー、高所カメラ、河川カメラ【通信】防災行政無

線【発信】ホームページ、Twitter、災害・防犯情報メール配信サービス、災害時緊急情報配信サービス

（電話・FAX）、緊急速報メール配信サービス【その他】被災者生活再建支援システム 

３ 防災情報システムの整備方針と構成 

（１）本庁舎の建替えに伴い、災害対策本部室、オペレーションルームが刷新されることを踏ま

え、防災業務における情報の収集や共有、分析、伝達等の業務を円滑に行う仕組みを備えた

防災情報システムを整備する。 

（２）防災情報システムは、情報の一元管理や共有、分析、意思決定の支援等を行うための「総

合防災情報システム」と、災害対策本部室（庁議室）・オペレーションルームにおいてこれら

の業務を行う際に用いる大型ディスプレイ等の「映像・音響システム」により構成する。 

【防災情報システムの構成のイメージ】
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（３）防災情報システムは、情報の一元管理と迅速な情報発信のため、個別システムと連携し、

個別システムからの各収集データの取り込みや、情報発信ツールへの一斉配信を行うものと

する。 

【防災情報システムによるシステム間の連携イメージ】 

 

４ 総合防災情報システムの構築について 

（１）整備機能 

総合防災情報システムは、防災業務における情報の収集や共有、分析、伝達等において生

じている課題に対応した機能を整備する。 
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（２）事業者選定 

総合防災情報システムの構築にあたっては、公募型プロポーザル方式により構築事業者を

選定する。 

  ① プロポーザルの概要 

   ア、業務内容 

     システム構築、運用開始に向けた支援（職員研修等） 

   イ、提案限度額（予定） 

     １９８，０００，０００円 

② 選定スケジュール（予定） 

    令和４年 ７月～９月 事業者選定 

        １０月～   選定された事業者による防災情報システム構築 

        １１月    地域行政・災害・防犯・オウム問題等特別委員会 

               （事業者選定結果報告） 

    令和５年 ９月    本庁舎災害対策本部機能移転・防災情報システム運用開始 

  ③ その他 

構築完了後は、各年度の本事業に係る予算配当があること及び履行が良好であることを

条件として、選定された業者と随意契約によりシステム運用保守委託を締結する予定であ

る。 

 

５ 映像・音響システムの構築について 

（１）構築の概要 

災害対策本部室（庁議室）※１、オペレーションルーム※２において、参集者が、必要な情報

共有、分析、意思決定を円滑に行うために、大型ディスプレイ等の映像・音響システムを整

備する。 

※１ 災害対策本部室（庁議室）…新庁舎東棟３階に設置。災害対策本部を設置した際に

は、本部長（区長）、副本部長、区幹部により、重要事項の審議や意思決定を行う。 

※２ オペレーションルーム…新庁舎東棟３階に設置。災害対策本部を設置した際には、区

職員及び関係機関が参集し、災害時の被害状況や対応状況に関する情報の一元的な収

集、管理、発信を行うほか、経常時より会議、研修等で使用する。 
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（２）オペレーションルームの映像・音響機器類の調達事業者選定 

構築にかかる映像・音響機器類（大型ディスプレイ、マイク、スピーカー等）の調達につい

ては、入札により事業者選定を行う。 

① 予算額 

  ９２，４００，０００円 

  ※債務負担行為（令和４年度～令和５年度） 

② 選定スケジュール（予定） 

  令和４年 ９月  開札 

      １２月  契約締結（第４回区議会定例会付議案件） 

           選定された事業者による映像・音響システム調達開始 

令和５年 ９月  本庁舎災害対策本部機能移転、映像・音響システム運用開始 

（３）災害対策本部室（庁議室）の映像・音響機器類の調達事業者選定 

災害対策本部室（庁議室）の映像・音響機器類の調達にあたっては、本庁舎整備２期工事（令

和７年９月竣工予定）に向けて、改めて事業者選定を行う。 
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